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●現在（R2年）から将来（R12年）の児童数の推計

小学校22校

資料１０

1

現小学校区

令和2年～令和12年度で
児童数が増加傾向の学校

令和2年～令和12年度で
児童数が減少傾向の学校

令和2年度の児童数

令和12年度の児童数

300人

500人

1000人

11学級以下

25学級以上

22-24学級

12-14学級

16-18学級

19-21学級

中央

紅葉丘

押立

是政

住吉

四谷

西府

武蔵台

新町

片町

白糸台

文化センター11圏域

大

小

～
～
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●現在（R2年）から将来（R12年）の生徒数の推計

中学校11校

2

中央

紅葉丘

押立

是政住吉

四谷

西府

武蔵台
新町

片町

白糸台

文化センター11圏域

現中学校区

令和2年～令和12年度で
生徒数が増加傾向の学校

令和2年～令和12年度で
生徒数が減少傾向の学校

令和2年度の生徒数

令和12年度の生徒数

19-21学級

12-14学級

16-18学級

11学級以下

15学級

大

小

300人

500人

1000人

～
～
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適正規模の範囲を超える場合の対応策（案）

通学区域の見直し 通学区域を見直す

統廃合

① 既存学校を活用 既存の学校が建設されている用地を活用して、複数校を統合し、新設校を設置する。

② 新設統合 新たな用地を確保し、複数校を統合し、新設校を整備する。

③ 分離統合 ３校以上の統合予定校のうち１校を分割して、他の学校に統合する。

学校選択制

① 自由選択制 当該市町村内の全ての学校のうち、希望する学校に就学を認めるもの

② ブロック選択制 当該市町村内をブロックに分け、そのブロック内の希望する学校に就学を認めるもの

③ 接区域選択制 従来の通学区域は残したままで、隣接する区域内の希望する学校に就学を認めるもの

④ 特認校制
従来の通学区域は残したままで、特定の学校について、通学区域に関係なく、当該市町
村内のどこからでも就学を認めるもの

⑤ 特定地域選択制
従来の通学区域は残したままで、特定の地域に居住する者について、学校選択を認める
もの

校舎の増築 既存校舎に増築

小規模校

標準規模校

大規模校

１２学級未満

〇〇学級以上


